



































































　そのような中で、筆者は本年 3 月に開催された「QFT/ ハテナソン ワークショップ IN 京
















化部、運動部ともに活発で、全国レベルの実績をもつ部活動が複数ある。平成 29 年 3 月の卒
業者数は 403 名、大学合格者数（延べ人数）は国公立大学 30 名、私立大学 259 名であった。
今回質問づくりを取り入れたクラスは、2 学年の総合コース（理系）の生物基礎（2 単位）お





（QFT: Question Formulation Technique）を中核として設計・運営される「質問する学び場」
































































































ゼンテーション法である ［10］。通常は A4 用紙とホワイトボードを活用するが、本実践では机の
上に紙（B6 サイズ）を並べて教科書と併用しながらプレゼンテーションを行うよう生徒に指
7氷見　栄成・木村　成介
導した。指導においては、まず YouTube に公開されている「「伝える」ということ 川嶋直さ














































　　Ａ　78.2％ Ｂ　17.8％ Ｃ　3.0％ Ｄ　1.0％ （回答数 101）
　・「今日の授業に対する総合的な満足度を記してください」























　8 月 1 日の南の星空を 2015 年と 2016 年のそれぞれについて提示し、2 枚の図の上に「火
星・木星は惑星。他は恒星」と記した。画像は、無料のオープンソースプラネタリウムであ


































した。通常 KP 法では 20 文字程度の文字を書いたシートを 10 枚程度作成することが基本であ
るが、20 文字要約と作図に時間がかかった生徒も見られたため、エキスパート活動の時間を






授業で質問紙調査を行った。質問は BOX9 に示した 20 項目であり、回答方法は 5 つの選択肢
（1：まったくあてはまらない、2：あてはまらない、3 どちらともいえない、4：あてはまる、
5：とてもよくあてはまる）から 1 つを選び、番号で答えるものにした。その結果を 100％積
み上げ棒グラフとして BOX10に示した。なお、最大の数値5を「とてもよくあてはまる」、最









































































































































［ 2］ 東京大学 CoREF．知識構成型ジグソー法　http://coref.u-tokyo.ac.jp/archives/5515
［ 3 ］ 文部科学省（2012）．新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体
的に考える力を育成する大学へ～（答申）用語集　http://www.mext.go.jp/component/b_menu/
shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/10/04/1325048_3.pdf
［ 4］ 株式会社リクルートマーケティングパートナーズ（2017）．「アクティブラーニング型授業」9 割以
上の高校で実施組織的な取り組みが約 4 割 ― 高校の進路指導・キャリア教育に関する調査 2016
高大接続編－　http://www.recruit-mp.co.jp/news/pdf/20170207_01.pdf




［ 7 ］ NPO 法人　ハテナソン共創ラボ．https://peraichi.com/landing_pages/view/hatenathon
［ 8］ ダン・ロスステイン、ルース・サンタナ（2015）．たった一つを変えるだけ　クラスも教師も自立
する「質問づくり」、新評論
［ 9］ 佐藤賢一．ハテナソンブログ　hatenathon　 http://ha-te-na-thon.hatenablog.jp/
［10］ 川嶋直（2013）．KP 法シンプルに伝える紙芝居プレゼンテーション、みくに出版





［15］ 平成 28 年 3 月 14 日総則・評価特別部会資料 1-1．アクティブ・ラーニングの視点と資質・能力の
育成との関係について ― 特に「深い学び」を実現する観点から ―
16 ハテナソンにより高校理科授業における主体的・対話的で深い学びを促す
BOX1　実践の対象となったクラス
クラス コース・系 科目・単位 男子 女子 合計
2-5、6 総合・理系 生物基礎・2 14 8 22









2-11、12 特進・理系 生物基礎・4 2 4 6




























































































P.26（③遺伝情報）， P.58・59， P.62（～13 行目） 

























































以下の補助資料 ⇒ P. 184（Ａ 恒星）  




・  太陽系は，太陽とそのまわりを公転する天体群などで構成されている。 
・  太陽系には 8 個の惑星があり、地球型惑星（水星・金星・地球・火星）と木星型惑
星に大別する。 
・  「塵」は、cmサイズ以下の小さなもので、多くは 10～100μmサイズである。惑星と
ほぼ同じ軌道面内に集中している。 
・  ＫＰシートに必ず使う重要語句 
水素  ヘリウム  星間雲 
原始星   原始太陽系星雲 













































































































0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
⑳質問に優先順位をつけることが難しかった
⑲「開いた質問」を「閉じた質問」に書き換えることが難しかった
⑱「閉じた質問」を「開いた質問」に書き換えることが難しかった
⑰「４．意見や主張は疑問文に直す」が難しかった
⑯「３．質問は発言のとおりに書き出す」が難しかった
⑮「２．質問について話し合ったり、評価したり、答えたりしない」が難し
かった
⑭「１．できるだけたくさんの質問をする」が難しかった
⑬「メタ認知思考」の能力が高まった
⑫「収束思考」の能力が高まった
⑪「発散思考」の能力が高まった
➉「深い学び」を促すしかけになっていた
⑨「対話的な学び」を促すしかけになっていた
⑧「主体的な学び」を促すしかけになっていた
⑦ハテナソンによって、質問づくりの方法を学んだ
⑥授業がより良く理解できるようになった
⑤意欲的に授業に臨むことができた
④学習上重要な質問を絞り込むしかけになっていた
③グループワークを促すしかけになっていた
②一人ひとりの発想を尊重するしかけになっていた
①ハテナソンのような取り組みを面白いと思った
とてもよくあてはまる あてはまる どちらともいえない
あてはまらない まったくあてはまらない
32 ハテナソンにより高校理科授業における主体的・対話的で深い学びを促す
BOX11　質問づくりを促すために用いたスライド
